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【 ⿅折地区のまちづくりを語る会の概要 】
　2013 年 12 月 21 日に鹿折まちづくり協議会主催「鹿折地区の

まちづくりを語る会」が鹿折公民館で開催されました。はじめに

会長から開会の挨拶がありました。

　当日の会には、地域住民の方々に参加していただき、まちづく

り協議会役員・アドバイザーとともに、将来のまちづくりについ

て意見交換を行いました。また、気仙沼市から都市計画課の職員

と UR 都市機構の方々も参加され、鹿折地区に関する復興整備事

業の進捗状況等を説明して頂きました。

　続いて、まちづくり協議会事務局から 3大学の鹿折の将来像（グ

ランドデザイン）の提案について整理した内容と今後のまちの将

来像を検討する上での項目が説明されました。

　参加者による意見交換・ディスカッションでは、各テーブルで

意見を出し合いながら、「現在、抱える復興・地域の課題や疑問」

や「地域の魅力・良いところ」について話し合いました。地域の

課題では、「人口減少・高齢化」「復興整備事業の情報共有」、地

域の魅力・良いところは、「鹿折川の風景」「顔馴染みが多い」「自

慢の海産物」などが意見として多く挙げられました。話し合いの

後半では「将来のまちづくり・暮らしに対する提案・要望」につ

いて考え、話し合いを行いました。意見交換後は、各グループの

代表者から、それぞれ話し合われた内容を発表していただき、参

加者全員に共有しました。

　会の最後には、アドバイザー・都市計画課から総括・ご意見を

いただき、今後の復興まちづくりへ繋げられる会となりました。

■日　時　2013 年 12 月 21 日（日）

　　　　　14 時 00 分～ 16 時 30 分

■場　所　鹿折小学校（若草ホール）

■参加者　55 名
地域住民　18 名

協議会役員   11 名

市議会議員　3名

UR都市機構　4名

都市計画課職員　2名

アドバイザー 　4名

オブザーバー     3 名

運営サポーター　10 名

各班で発表してもらった、将来のまちづくりに対する構想やイメージについての意見・提案を以下の４つにまとめました。
今後のまちづくり・復興整備の計画を考えていく上で積極的に検討すべき項目として挙げています。

① 地域資源の活用　自然・環境に配慮した復興整備

・地域の憩いの場所・景観に配慮した整備計画を進めたい
①鹿折川沿いを桜の並木道にしたい
②緑地公園、緑があふれるまち並みにしたい

・安全で快適に生活を過ごすため、公共・公益施設の充実を図りたい
①「福祉・医療施設」「屯所・消防署」の整備計画を検討！
②公共・公益施設の集約化（利用者に配慮した整備計画を！）

・地域住民が集まれる場所とまちづくりを推進させるネットワークの構築
①子育て支援施設の検討（子どもが安全に遊び・学べる環境づくり）
②継続的なまちづくりの検討と組織づくり

・商業施設、商店街の集約を図り、利用しやすい環境を考えていきたい
①歩行者に優しい商店街づくり。　②雇用創出を促す環境を検討
③娯楽・公共施設と連携・運営できるような複合施設の検討

② 地域における公共・公益施設の整備計画の要望

④ 商業地施設に対する将来イメージと要望

③ コミュ二ティ形成・まちづくり活動の推進

鹿折まちづくりサロンのお知らせ

まちづくりを語る会の意見のまとめ

＊当日の概要・プログラム＊

進捗状況 ・話題提供4

意見交換 （ディスカッション）5

閉会挨拶７

全体発表 ・ まとめ6

開会 ・挨拶1

会の趣旨説明3

出席者の紹介２

〈１〉鹿折地区の復興整備事業の進捗状況

〈２〉グランドデザイン策定に関する説明

〈３〉まち協からのグランドデザイン (案 )の説明

開催日時：1 月 19 日 ( 日 )
　

開催場所：鹿折まちづくり協議会事務所
　　　　　 　（鹿折復幸マルシェ B 棟 2 階の中央の部屋）

午前 10：00 ～ 12：00
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